第33回フレンドシップキャンプ　通しユニット会資料

青木治雄(のびた)

通しユニット会　今後の予定
■今後のリートレで行なうこと
1 個別理解

　家庭訪問の結果を踏まえて、メンバーの個別理解を行ないます。キャンプは、日常生活とは違い非日常な体験ではありますが、安全面や衛生・健康面では日常生活のレベルを維持しなければいけません。そのため、介助に関する情報やアレルギーなど共に生活するにあたって知っておかなければならない情報をユニット内で共有する時間をとります。

2 ケースワーク

実際にキャンプを行なうと、予期していなかったことや、どう行動してよいか悩んでしまうような状況に陥る場合があります。そんなときに、どのように行動するべきかケースワーク（ケーススタディ）を通して学んでいきます。ケースワークは、その内容によって必ずしも答えが一つとは限りません。このケースワークを通して、是非、自分のグループならどうのように判断するか、みなさんの理想とするキャンプのイメージを固めてください！
3 介助練習

家庭訪問や個別理解の内容を反映させ、メンバーに合わせた介助の練習を行ないます。

4 プログラム立案
　本キャンに向けて、入念な準備をしましょう。キャンプ中に行なう活動を目的と合わせて計画していきます。
■スケジュール

	７月１１日
	通しユニット会①
	今後のリートレについて、個別理解（全打ち振り返り）、

介助練習（バス乗降を意識して階段を使った移乗練習）

プログラム立案開始（グループ目標と５日間の方針決定、ユニットプログラムのアイディアだし→ユニットのテーマ♪）

	７月１８日
	通しユニット会②
	個別理解（家庭訪問の結果）、

介助練習（食事介助、必要に応じてその他の介助の補習）

プログラム立案開始（プログラムの詳細をシートに書き出し、野外調理メニューの決定、ユニットプログラムのすり合わせ）

	７月２５日
	通しユニット会③
	個別理解（家庭訪問の結果）、

介助練習（必要に応じてその他の介助の補習）

プログラム立案開始（最後の詰め）

	８月１日
	最終準備会
	個別理解、本キャン当日の動きを確認


· その他

· 本キャンで使用する名札の作成。
· 欠席した会で行なった介助や個別理解のフォロー方法は現在検討中です。介助は家庭訪問の結果を受けて、どの程度必要かはっきりするので、必要に応じて日曜や祝日をりようにして行なうことになります。（おそらく、中学生ユニットには特殊な介助方法を必要とするような難易度の高いメンバーはいません。しかし、体重の重いメンバーはいるので、練習は必要でしょう）

· BBQ大会！　日時　　　　場所
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